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土壌病害の発生からみた

有機物の上手な使い方

茨城県農業試験場虫害部

下長根 鴻

病害の発生は，病原菌と作物および環境の 3者間の相 進展が顕著になる株腐病の発生は，無施用よりも軽くな

互関連によって起こることはいうまでもないが，土壌病 久夏期に多発する白絹病も，必ずしも無施用区よりも

害の発生においては，とくに環境の影響力が大きい。そ 多発しなかった。

の土壌環境のなかで，物理的および化学的条件の他に， また，主としてリゾグトニア菌によるサトウダイコン

生物的な要因もかなり重要である。 苗立枯病に対する各種有機物施用の効果は，第 1図のよ

一方，有機物はうその特性を生かして土壌に施用する うに， C/N比の低い生草およびフスマ施用区の発病

ならば，土壌の環境を改良して，病原菌に対して間接的 は，無施用区よりもやふ多くなる傾向であったが，他の

に不利に働きかけ，さらに作物の生育には有利に働きか 有機物施用区では，無施用区とほぼ同等か，むしろ軽く

けて，病害の生態的防除法の有用な手段となり得ること なった。

が知られている。 一方，キュウリつる割病の場合は第2図のように，風

最近，各地で有機物利用による土づくり運動が展開さ 乾クローパーおよび風乾オーチヤード施用区で，無施用

れているが，この場合でも，土壌病害の発生との関連が 第 2図有機物施用とキュウリの土壌病害の発生

重要な問題となってくる。

そこで，土壌病害の発生からみた有機物の，合理的な

施用法はどうあるべきか，とくに生物的な要因の面か

¥ら，著者らの行ってきている試験成績を中心に述べてみ

Tこし、。

1. 有機物施用が，各種土壌病害の発生に及{ます影響

大麦株腐病および落花生白絹病に対して，各種有機物

の秋期連用効果について検討したところ，春期から病勢

第 1図有機物施用とサトウダイコン
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区より少なく，また堆肥施用区よりも必ずじも多発しな

かった。キュウリ立枯性疫病に対しても，つる割病に対

する効果とほぼ同様の傾向を示した。

2. 有機物施用上の問題点

C/N比の高い麦稗，稲ワラ，オガグズを材料とし

て，これに，けい糞，米ヌカを加えて 1カ月間腐熟させ

て，未熟~中熟堆肥を施用したところ， 第 3図のよう
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ゴボウ茎葉すき込みとヤケ症発生
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第 4図に， C/N比の高い有機物でも，分解させてC/N比を低

くして施用すると，発病が多くなった。しかし，無施用

区の発病よりも軽かった。
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害をうけて，発芽障害および生育遅延が認められた。

これらの現象から，有機物を施用して，少なくとも 2

週間以上経過してから3 作物を播種することが望ましい

ものと考えられる。

前述したように， C/N比の低い有機物を施用する

と，病原菌を含めた土壌微生物は急激に増加するので，

C/N比の高いものと混合して施用するか， または完熟

させたものを施用する必要がある。

また，病原菌が活動しない秋期に施用するのが，土壌

病害からみた有機物施用上の得策であると推察される。

4. おわりに

最近は土づくりとの関連で，産業廃棄物などの有効利

用の検討が盛んに行われており，これらが土壌病害の発

生に及ぼす影響については，個々の作物，個々の病害に

おいて次第に明らかにされつつある。

しかし，有機物施用によって土壌病害の防除を行なう

という試みは，前にも述べたように，土壌中に生息して

いる微生物の抵抗現象を利用して，病原菌の活動を，不

利にするような土壌環境に改良するものであるから，同

一有機物でも，作物の種類はもちろんのこと，土壌の種

類，施用H寺期および量などによって，その影響は異なっ

てくる。従って，実用化にあたってはかなり綿密な試験

が必要で、ある。

なお，こふで、は，輪作による土壌病害の軽減対策につ

いては触れなかったが，作物根が土壌微生物の変動に及

ぼす影響の大きいことを考えるとき，有機物施用の効果

は，適切な輪作体系との組合せによって，一層，土壌病

害の生態的防除法としての意義を高め得るものと考えら

れる。

本稿をまとめるにあたり当場病虫部長・松田明氏に多

大のご指導を得た。深く感謝の意を表する次第である。
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また，白絹病菌の活動期に，未熟な有機物を施用する

と被害が甚しくなる。また，サトウダイコンやゴボウな

どで，生育中に土寄せを行ない，根元に下葉をすき込む

と3 根腐病やヤケ症が多発する現象が認められる。

このように， 一般の土壌病害に対して， C/N比の低

い新鮮な有機物を施用することは，かえって発病を多く

することに注意する必要がある。

一方，ゴボウの初作圃場に，前年秋と播種直前にゴボ

ウ茎葉をすさ込んだところ， リゾグトニア菌によるヤケ

症の発生は第4図のように，秩期施用では無施用区とほ

とんど変らないか，むしろ軽くなった。しかし春期施用

は逆に多発する傾向にあった。これは C/N比の低い未

熟な有機物の春期施用は，土壌中の病原菌を増殖させる

危険性のあることを示している。

3. 土壌病害に対する有機物の合理的施用法

風乾グロ{ノミー，風乾オーチヤード，稲ワラ，堆肥な

どを土壌に施用すると，土壌中に水溶性の窒素化合物や

糖額が，一時的に増加する。これらの物質は土壌中の微

生物の餌となり，細菌，放線菌は急激に増加し，同時に

病原菌の繁殖をも助長した。

この作用は C/N比の低い有機物ほど顕著で，土壌条

件にもよるが，施用後14""'20日間接続した。そこで，こ

の期間にキュウリを播種したとこ.ろ，ピシウム菌， ヒト

ヒトラ菌， リゾクトニア菌またはフザリウム菌などの被
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